
実施主体；横浜市地域子育て支援拠点/横浜市
研究協力：近本聡子（公財 生協総合研究所）堀聡子（東京福祉大学短期大学部）相馬直子（横浜国立大学）
実施期間；2017年12月、2018年1月、4月
対象；横浜市18区3歳児健診受診家庭
配布；4,875枚 回収；3,956枚（回収率；81.1％）

「地域子育て支援拠点・親と子のつどいの広場（以下、拠点・広場）を一つでも知っています

か？」という問いに91.3％の人が「知っている」と回答しました。

過去に横浜市で実施した同様の調査でも、知っている人の割合は大幅に上昇しています。乳

児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん訪問）などの、市や区の関連施策での継続的な広報

活動により、着実に子育て家庭に知られる存在になってきていると考えられます。

 地域子育て支援拠点・親と子のつどいの広場を知っている人は

91.3％
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知っている 知らない 無回答

（N＝3956）

過去のニーズ
調査からみて
も、知ってい
る人の割合は
徐々に増えて
いるんだね。

「地域子育て支援拠点」の周知
（2009年・2014年の比較）

地域子育て支援拠点を知っている；44.7％（2009年度）→80.2％（2014年度）

親と子のつどいの広場を知っている；30.6％（2009年度）→53.8％（2014年度）
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参考値
横浜市ニーズ調査（2014年実施）より http://www.city.yokohama.lg.jp/kodomo/shien-new/data/needs/needs-02.pdf

「親と子のつどいの広場」の周知
（2009年・2014年の比較）

※今後別途報告書の作成・公表を予定しています



拠点・広場を「知っている」と回答した人のうち、「拠点や広場を実際に利用したことがあ

りますか？」という問いに対しては、「いくつか利用したことがある（33.1％）」、「1つだ

け利用したことがある（37.1％）」と、7割以上の人が拠点や広場に一度でも足を運んだこと

があると回答しました。

また、いくつか利用したことがある人、1つだけ利用したことがある人、利用したことがない

人がほぼ3割ずつという興味深い結果となりました。

いくつか利用したこと

がある

33.1%

1つだけ利用したことがある

37.1%

利用したことがない

29.7%

無回答

0.2%

拠点・広場利用経験（N＝3612）

 実際に拠点・広場を利用したことがある人は 70.2％

拠点・広場は、どこでも同じってことはなく、場の雰囲気やつ

くり、開催されているイベント等、拠点・広場それぞれに独自

性の高い特徴があるから、気に入った1つの場に通い続ける親子

もいれば、目的や通いやすさなどで利用する場を使い分ける親

子もいるのかもしれないね。

拠点・広場を利用したことがない親子や、1つだけを利用する親子、

いくつかを利用する親子、それぞれのニーズに応じたひろばづくりが求

められるね。

また、利用したいと思っているのに利用できない親子がいるなら、拠点

や広場に来てもらうために何ができるか考えることも大事だね。
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拠点・広場を「利用したことがある」と回答した人のうち、拠点や広場の利用頻度について

たずねたところ、75.0％の人が月4日以下の利用でした。また、利用期間に関しては、利用者全

体の69.9％が2年未満の利用（19.9%は1年未満の利用）でした。参考までに、子ども一人のみ

家庭（827人）に限ると、80.3％が2年未満の利用でした。

拠点や広場で日々親子と接している実感と比べて
利用期間も頻度も少ない印象があるけど、これが
実際なんだね。

常連として利用する人が多いと思われている
かもしれないけど、そうでもないってことだ
ね。新しく来館する人も、あまり不安に思わ
ず来てもらいたいね。

 利用頻度は“月4日以下”、利用期間は ”2年未満”
の人が大半 スタッフと利用者の、新たな出会いの連続

（N＝2535）

（N＝2535）

スタッフは、毎日、違う親子と違う会話をする
機会が多くなっているってことだね。
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拠点・広場を「利用したことがある」と回答した人のうち、「拠点や広場をどのように利用

していましたか？」という問い（複数回答）に対しては、「子どもを遊ばせる（95.7％）」に

続き、「子育ての情報を得る（40.2％）」が2番目に多く、以下「イベントや講座に参加する

（30.0％）」「知り合った友人に子どもや自分のことを話す（25.4％）」「スタッフに子ども

や自分のことを話す（21.3％）」となりました。

 利用目的は“子どもを遊ばせる”だけではない

“子育ての情報を得る”ため
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仲間の活動に参加する

ほっとする、ゆったりする

スタッフに子どもや自分のことを話す

知り合った友人に子どもや自分のことを話す
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利用の目的（複数回答）（N＝2535）

スタッフには、溢れる子育て情報の中から、

それぞれの利用者のニーズに合わせた情報を

選んで伝えることが求められるね。

インターネットを介した子育て情報が増えてい
るけど、拠点・広場に直接来ることで、自分の
知りたい情報や、そこでしか得られない口コミ
を得たい、という期待があるのかもしれない
ね。

4



拠点・広場を「利用したことがある」と回答した人のうち、 「拠点や広場を利用して何か感じた

ことや変わったことはありますか」という問い（複数回答）に対しては、利用頻度によって結果に

差がありました。

利用頻度の比較的少ない層（月4日以下）については、「他の親子に声をかけるようになった

（25.8％）」「子育ての悩みや不安を話せるようになった（22.8％）」と1/4程度の人がそうした

変化を感じていました。

一方、利用頻度の比較的多い層（月5日以上）については、それぞれ同じ項目で「子育ての悩み

や不安を話せるようになった（53.6％）」「他の親子に声をかけるようになった（51.3％）」と、

半数を超える人が子育てに対する変化を感じていました。

 拠点・広場を一定頻度利用することで、

子育てに対しての心境や行動の変化が起きやすい

11.1%

21.2%

2.8%

6.4%

9.4%

15.6%

9.2%

14.4%

19.0%

16.5%

25.8%

22.8%

4.1%

4.5%

11.3%

13.4%

22.2%

33.4%

33.9%

40.6%

45.0%

48.7%

51.3%

53.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

その他

感じたことはなかった

もう１人子どもを産んでもいいなと感じた

自分のこれからについて考えるきっかけを得ることがで…

友人を広場や地域のイベントに誘うようになった

自分なりに子育てを頑張っていると思えるようになった

子どもと一緒に暮らす生活リズムが整った

他の子どもの成長も嬉しいと感じるようになった

子育てについて心の負担が軽くなった

自分の友達ができた

他の親子に声をかけるようになった

子育ての悩みや不安を話せるようになった

利用を通して感じたこと変わったこと（１ヶ月の利用頻度別）

５日以上

４日以下

（N＝604）

（N＝1902）

拠点や広場をある程度の頻度で利用することで

心境や行動の変化が出てくるのかもしれないね。
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 拠点・広場の利用頻度が、地域との関わりに対する

親の気持ちに変化を与えている

「子育てを通して変わったところはありますか？」という問いに対しては、拠点・広場の利用有

無と頻度によって結果に差がありました。

子育てを通した親の変化を確認した15の設問項目について、その内容により、「Ａ；地域との

関わり（に関する変化）」「Ｂ；他者との関わり（に関する変化）」「Ｃ；仕事や趣味への考え方

（に関する変化）」の3つに分けました。

その結果、「Ａ；地域との関わり」の項目は、いずれも、拠点・広場を利用したことがない

よりもあるほうが、利用したことがある人の中でも月4日以下の利用よりも、月5日以上の利用の

ほうが、変化を感じている回答の割合が高くなりました。

一方で、ＢとＣについてはＡと比較し、拠点・広場の利用頻度による差はみられませんでした。

拠点や広場は、地域への関心や愛着を高める大事な

場所なんだね。

子どもが乳幼児期に拠点・広場を一定頻度利用した人は、拠点や広

場の中だけじゃなく、自分たちが住む地域に対しても、気持ちの変

化がみられるね。子育てを通して、地域との関わりに目を向けた

り、親同士の支えあいの大事さを感じとっていく場にもなっている

のかもしれないね

6


